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１
月
15
日
に
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
新
潟
駅
周
辺
整
備

に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
も
ら
う

「
わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
駅
サ
イ

ト
」
の
２
回
目
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

同
催
し
は
、
市
民
で
組
織
す

る
実
行
委
員
会
と
市
が
協
力
し

て
実
施
し
た
も
の
。
約
70
人
が

参
加
し
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
18
日
に
行
っ
た
１

回
目
で
挙
が
っ
た
「
新
潟
ら
し

さ
」
「
交
通
計
画
」
「
人
」

「
機
能
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
ご

と
に
、
参
加
者
が
５
、
６
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
掘
り
下

げ
ま
し
た
。

「
新
潟
ら
し
さ
」
で
は
「
将

来
の
新
潟
を
考
え
て
、
新
た
な

新
潟
ら
し
さ
を
つ
く
り
だ
し
て

い
く
べ
き
だ
」
な
ど
が
、
「
交

通
計
画
」
で
は
「
駅
周
辺
の
整

備
を
行
う
の
は
今
し
か
な
い
」

「
自
家
用
車
を
使
わ
ず
、
公
共

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
提
携
を
結
ん
だ
東
京
交
響

楽
団
（
以
下
東
響
）
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
、
来
年
度
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

４
月
２
日
に
は
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
初
心
者
で
も
楽
し
め
る

よ
う
、
耳
に
な
じ
み
の
あ
る
管

弦
楽
の
名
曲
を
集
め
た
「
東
響

ホ
リ
デ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。

難
し
い
、
と
っ
つ
き
に
く
い

披
露
し
ま
す
。

指
揮
は
、
平

成
６
年
に
東
響

の
指
揮
者
に
就

任
し
た
、
若
手

実
力
派
の
飯
森

範
親
さ
ん
が
担

当
。
ま
た
、
ソ

リ
ス
ト
に
日
本

を
代
表
す
る
ハ

ー
プ
奏
者
・
吉

野
直
子
さ
ん
を

迎
え
、
ヘ
ン
デ

ル
「
ハ
ー
プ
協

奏
曲
変
ロ
長

調
」
を
披
露
し

て
も
ら
い
ま

す
。

日
時

４
月
２

と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
ク
ラ
シ
ッ

ク
。
実
は
、
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
や
ド
ラ
マ
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と

し
て
多
く
の
曲
が
使
用
さ
れ
て

い
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
聴
い
て
い
る
名
曲
の

数
々
を
演
奏
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ

「
歌
劇
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
序

曲
」
、
エ
ル
ガ
ー
「
行
進
曲
威

風
堂
々
第
１
番
ニ
長
調
」
、
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
バ
レ
エ
組

曲
く
る
み
割
り
人
形
」
な
ど
を

日
午
後
３
時
開
演

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
５
０
０

円
、
Ａ
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
席

２
５
０
０
円
　
※
２
月
４
日
か

ら
同
館
お
よ
び
市
内
の
主
な
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

東
京
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

で
行
っ
て
い
る
東
響
定
期
演
奏

会
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露

す
る
「
新
潟
定
期
演
奏
会
」
は
、

来
年
度
も
５
回
実
施
し
ま
す
。

通
算
第
６
回
目
と
な
る
新
潟

定
期
演
奏
会
は
、
４
月
１
日
に

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
音
楽
家
の

神
髄
」
を
テ
ー
マ
に
構
成
。
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
バ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
ホ
短
調
」
、
マ
ー
ラ

ー
「
交
響
曲
第
１
番
ニ
長
調

巨
人
」
を
演
奏
し
ま
す
。

指
揮
は
、
世
界
の
主
要
歌
劇

場
で
若
き
名
匠
と
し
て
活
躍
す

る
ダ
ニ
エ
ル
・
オ
ー
レ
ン
が
担

当
。
ソ
リ
ス
ト
に
、
若
き
天
才

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
、
コ
ー
・
ガ
ブ

リ
エ
ル
・
カ
メ
ダ
を
迎
え
ま
す
。

１
９
７
５
年
生
ま
れ
の
カ
メ

ダ
は
、
ド
イ
ツ
を
拠
点
に
活
動

す
る
一
方
、
世
界
各
地
で
リ
サ

イ
タ
ル
を
行
い
絶
賛
を
博
し
て

い
ま
す
。
平
成
９
年
に
は
東
響

と
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
協
奏

曲
を
共
演
。
豊
か
な
表
現
力
で

聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

日
時

４
月
１
日
午
後
６
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
６
５
０
０
円
、

Ａ
席
５
５
０
０
円
、
Ｂ
席
４
５

０
０
円
、
Ｃ
席
３
５
０
０
円
、

Ｄ
席
１
５
０
０
円
　
※
２
月
５

日
か
ら
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
の
み
で

発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
５
月
19
日

に
「
歌
の
花
束
シ
リ
ー
ズ
ｖ
ｏ

ｌ
３
〜
高
橋
薫
子
ソ
プ
ラ
ノ
・

リ
サ
イ
タ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
新
国
立
劇
場

主
催
の
オ
ペ
ラ
で
大
役
を
射
止

め
、
１
月
の
「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ

ァ
ン
ニ
」
、
２
月
の
「
セ
ビ
リ

ア
の
理
髪
師
」
に
連
続
出
演
。

数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
入
賞

し
、
天
性
の
美
声
と
ひ
た
む
き

な
表
現
力
で
、
今
最
も
輝
い
て

い
る
若
手
ソ
プ
ラ
ノ
で
す
。

当
日
は
、
伴
奏
者
に
オ
ル
ガ

ン
の
女
王
・
松
居
直
美
さ
ん
を

迎
え
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
エ
ク

ス
ル
タ
ー
テ
・
ユ
ビ
ラ
ー
テ
」、

バ
ッ
ハ
「
結
婚
カ
ン
タ
ー
タ
」

な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

日
時

５
月
19
日
午
後
７
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
５
０
０
円
、

Ａ
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
席
２
５

０
０
円
、
Ｃ
席
２
０
０
０
円

※
２
月
５
日
か
ら
同
館
お
よ
び

市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

交
通
を
使
っ
て
移
動
で
き
る

『
歩
く
ま
ち
』
を
目
指
す
べ
き

だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
「
人
」
で
は
「
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
婦

な
ど
、
多
様
な
人
に
と
っ
て

『
や
さ
し
い
空
間
』
と
し
て
整

備
し
て
い
く
べ
き
だ
」
な
ど
が
、

「
機
能
」
で
は
「
駅
を
ひ
と
つ

の
ま
ち
と
と
ら
え
、
駅
本
来
の

機
能
に
加
え
、
観
光
や
商
業
、

情
報
発
信
の
機
能
も
取
り
入
れ

て
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参

考
に
、
具
体
的
な
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
実
行
委
員

の
進
行
が
よ
か
っ
た
」
「
今
後

も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た

ら
参
加
し
た
い
」
「
ま
ち
な
み

市
芸
術
文
化
振
興
財
団
で

は
、
３
月
11
日
に
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
火
坂
雅
志
さ
ん
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

火
坂
さ
ん
は
本
市
出
身
。
関

ｕ
/
）
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

新
潟
駅
周
辺
整

備
対
策
室
（
整
備
計
画
課
内
�

内
線
２
８
１
５
）
へ

屋
中
学
校
、
新
潟
高
校
で
学
ん

だ
後
、
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
、

「
別
冊
歴
史
読
本
」
の
副
編
集
長

を
経
て
作
家
と
な
り
ま
し
た
。

「
花
月
秘
拳
行
」
で
作
家
デ

ビ
ュ
ー
。
豊
臣
秀
吉
の
隠
し
参

謀
・
施
薬
院
全
宗
を
描
い
た

「
全
宗
」
で
脚
光
を
浴
び
、「
忠

臣
蔵
心
中
」「
壮
心
の
夢
」
な
ど

の
著
作
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
潟
日
報
の
紙
上
で

「
黒
衣
の
宰
相
」
を
連
載
中
で
、

時
代
小
説
界
の
旗
手
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
「
戦
国
乱
世
の
参
謀

た
ち
〜
信
長
・
秀
吉
・
家
康
の

知
恵
袋
」
と
題
し
た
講
演
の
ほ

か
、
火
坂
さ
ん
へ
の
質
問
を
受

け
付
け
る
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
実

施
し
ま
す
。
質
問
の
あ
る
人
は
、

申
し
込
み
の
は
が
き
に
質
問
事

項
も
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
11
日
午
後
２
時
か

ら会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

４
０
０
人

申
し
込
み

２
月
18
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
（
１
枚
に

１
人
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
と
講
演
会
希
望
と

記
入
し
、
〒
９
５
１
・
８
５
５

０
同
財
団
（
�
内
線
２
１
６
０
）

へ
　
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

市
で
は
、
市
民
文
芸
の
振
興

を
目
的
と
し
た
「
に
い
が
た
市

民
文
学
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、

短
歌
の
講
演
会
を
、
３
月
18
日

に
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
能
楽
堂
で
開
催
し

ま
す
。

開
催
に
先
立
ち
、
講
演
会
当

日
に
講
評
を
行
う
、
短
歌
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た

短
歌
の
中
か
ら
、
優
秀
な
作
品

を
選
者
に
講
評
し
て
も
ら
い
、

表
彰
し
ま
す
。

作
品
は
、
一
般
の
部
と
学
生

の
部
（
大
学
・
専
門
学
校
生
ま

で
）
に
分
け
て
募
集
。
選
者
は
、

石
見
勝
子
さ
ん
（
き
ら
き
ら
短

歌
代
表
）
、
岡
崎
康
行
さ
ん

（
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
会
員
）、
長

谷
川
富
市
さ
ん
（
短
歌
人
編
集

委
員
）
、
湊
八
枝
さ
ん
（
新
潟

短
歌
会
主
宰
）
、
山
田
富
士
郎

さ
ん
（
未
来
編
集
委
員
）
の
５

人
で
す
。
優
秀
な
作
品
に
は
記

念
品
を
贈
り
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

２
月
18
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
は
が
き
ま
た
は

封
書
で
、
作
品
（
１
通
に
つ
き

２
首
以
内
、
自
作
か
つ
未
発
表

の
作
品
に
限
る
）
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

年
齢
、
部
門
の
別
（
一
般
ま
た

は
学
生
）
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
文
化
振
興
課

（
�
内
線
２
１
５
４
）
へ

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
企

画
し
て
、
も
っ
と
多
く
の

人
と
同
駅
周
辺
整
備
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
」

「
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
取
り
ま
と
め

を
行
っ
た
後
、
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ：

/
/
ｗ

ｗ
ｗ．
ｎ
ｉ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
―

ｉ

ｎ
ｅ
ｔ．
ｏ
ｒ．
ｊ
ｐ
/
ｎ
ｉ

ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
ｅ
ｋ
ｉ
ｓ
ｈ

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

公 民 館 合 同 展
日時 ２月２日～６日午前９時～午後４
時半（２日は午前10時から）
会場 市美術館
問い合わせ 中央公民館（�223-7070）へ

東 地 区 公 民 館
申し込み �は同館（�241-4119）へ、
�は当日直接同館へ
�子育ておしゃべりの会
日時 あす31日午前10時～正午
対象 ６カ月以上の未就園児と親
�子育てサロン
日時 ２月７日～28日毎週月曜日午前
10時～午後２時
対象 ６カ月以上の未就園児と親
�エイジアップ講座～介護あれこれ
日時 ２月18日～３月17日毎週金曜日
午前10時～正午
内容 介護保険の解説、ほか
定員 先着30人　参加費 200円

子ども会リーダー研修会
日時 ２月27日午前９時～午後３時半
会場 大畑少年センター　参加費 500円
内容 仲間づくりゲーム、昼食作り
対象 小学４・５年生30人　
申し込み ２月10日（必着）までには
がきに住所、氏名、電話番号、性別、子
ども会名、学校名・学年を記入し、〒
951-8550市子ども会連絡協議会事務局
（青少年課内�内線3263）へ　※応募多
数の場合抽選

中 央 公 民 館
申し込み 同館（�223-7070）へ
�変動の20世紀アジアを読み解く
日時 ２月14日～３月13日毎週月曜日
午後６時半～８時半
内容 朝鮮半島の50年～分断から統一
へ、ほか　対象 成人先着40人
�環境問題講座
日時 ２月17日～３月16日毎週木曜日
午前10時～正午　定員 先着30人

大畑少年センター チャイルド国際人
日時 ２月12日午前10時～正午
内容 英語で遊ぶカードゲーム、ほか
対象 小・中学生先着30人
参加費 300円
申し込み 同センター（�228-4100）へ

中地区公民館　ふれ愛サロン

あなたにとっての平等とは？
日時 ２月16日午前10時～正午
内容 フィルムフォーラム「私は男女平
等を憲法に書いた」 対象 成人先着40人
申し込み 同館（�271-0017）へ

西地区公民館 越後酒蔵ものがたり
日時 ２月18・25日午後１時半～３時
（25日は午後４時まで） 定員 先着30人
内容 講義、現地見学　参加費 150円
申し込み 同館（�261-0031）へ

Bandai
バ ン ダ イ

Valentine
バ レ ン タ イ ン

Live
ラ イ ブ

2000
日時 ２月13日正午～午後４時
会場 万代市民会館
内容 ストリートミュージシャン７組の
演奏　申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 市青年の家（会場内�
246-7711）へ

４
月
１
日
に
�
東
響
新
潟
定
期
演
奏
会
��

東京交響楽団

コ
ー
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
カ
メ
ダ

活
発
に
意
見
を
交
わ
す
参
加
者

インダストリアルデザイン講座
日時 ２月４・９・25日、３月３日午
後３時～４時半
会場 市役所第２分館201会議室、ほか
内容 デザインの時代、商品開発とデザ
インの現状、ほか
定員 先着15人　参加費 6,000円
申し込み 新潟インダストリアルプロモ
ーションセンター（�224-0550）へ


